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•ファブリックインターコネクトの移行（1ページ）

ファブリックインターコネクトの移行

ソフトウェア機能設定

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Manager 3.2以前のリ
リースでUCS6200シリーズファブリックインターコネクトでサポートされていたいくつかの
ソフトウェア機能をサポートしていません。以降のセクションでは、これらの機能と、それら

がどのように移行警告ページで報告されるかについて詳しく説明します。

移行する前に、次の機能が正しく設定されていることを確認します。

•シャーシディスカバリポリシー

•シャーシ接続ポリシー

•スイッチングモード

シャーシディスカバリポリシー

UCS6200シリーズファブリックインターコネクトは、ポートチャネルモードと非ポートチャ
ネルモードでのブレードサーバシャーシディスカバリをサポートします。Cisco UCS 6400シ
リーズファブリックインターコネクトは、ポートチャネルモードのみをサポートします。

移行中に、UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトでシャーシディスカバリポリ
シーが非ポートチャネルモードとして設定されている場合、移行警告ページで非互換性が報

告されます。
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シャーシディスカバリポリシーの変更後、移行を開始してシャーシの再確認を行う前に、

シャーシディスカバリポリシーをポートチャネルモードに切り替えておく必要があります。

重要

シャーシ接続ポリシー

UCS6200シリーズファブリックインターコネクトは、ポートチャネルモードと非ポートチャ
ネルモードでのシャーシ接続をサポートします。Cisco UCS 6400シリーズファブリックイン
ターコネクトは、ポートチャネルモードのみをサポートします。

移行中に、UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトでシャーシ接続ポリシーが非
ポートチャネルモードとして設定されている場合、移行警告ページで非互換性が報告されま

す。

シャーシ接続ポリシーの変更後、移行を開始してシャーシの再確認を行う前に、シャーシ接続

ポリシーをポートチャネルモードに切り替えておく必要があります。

重要

ポート設定の不一致

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトでは、ユニファイドポート機能が最
初の 8ポートに制限されます。ポート 1/1-1/16のみ FCとして設定できます。FCポートは互い
に連続している必要があり、その後に連続的なイーサーネットポートが続く必要があります。

UCS6200シリーズファブリックインターコネクトでは、すべてのポートにユニファイドポー
ト機能があります。すべてのポートをイーサネットまたは FCとして設定できます。イーサー
ネットポートは互いに連続している必要があり、その後に連続的な FCポートが続く必要があ
ります。FCポートは、モジュールの端の方に配置されます。

クラスタの追加中に、一致しないポートは設定解除されます。

マルチキャストハードウェアハッシュ

マルチキャストハードウェアハッシュを有効にすると、IOMとポートチャネル内のファブ
リックインターコネクトの間のすべてのリンクをマルチキャストトラフィックに使用できる

ようになります。UCS6200シリーズファブリックインターコネクトは、マルチキャストハー
ドウェアハッシュをサポートしていますが、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインター
コネクトではサポートされません。

VLANポート数の最適化

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトで、PV数が 16000を超える場合、
VLANポート数の最適化はポート VLAN (VP)グルーピングを通して実行されます。

次の表は、UCS 6200 Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト上のVLANポー
ト数最適化を行う PV数の有効化および無効化について説明しています。
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PVカウントが 16 Kを超えると、移行警告ページに PVカウントが報告され、インストールを
進めることを選択した場合に VPグループ化が有効になるという警告が示されます。

イーサネットスイッチングモードとは、Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect（FI;:

• Fabric Interconnect（FI;をサポートしませんVLANポートの数の最適化有効

• Fabric Interconnect（FI; 16000 PVsと同様にVLANポート数最適化 Disabledに設定すると、
EHMモードをサポートしています

QoS用に最適化されたマルチキャスト

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、最適化されたマルチキャストを
サポートしません。最適化されたマルチキャストが有効な場合は、移行警告ページにその設定

が表示されます。

警告を無視してインストールを続行すると、CiscoUCSManagerで [最適化されたマルチキャス
ト（Multicast Optimized）]フィールドがリセットされます。

NetFlowの設定

UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトは、Netflow設定をサポートします。ただ
し、CiscoUCS 6400シリーズファブリックインターコネクトではNetflowはサポートされませ
ん。

移行中に、UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトで Netflowが有効になっている
場合は、移行警告ページで Netflow設定が報告されます。移行を続行すると、Netflow設定が
削除されます。

VMM統合

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは VMM統合をサポートしません。

移行中に、移行警告ページでは、ポートプロファイルと分散型仮想スイッチ（DVS）に関連す
るすべての設定が報告されます。この設定で移行を進めると、これらのポートプロファイルと

DVSが Cisco UCS Managerの設定から削除されます。

ダイナミック vNIC接続ポリシー

移行中に、UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトでダイナミック vNIC接続ポリ
シーが設定されている場合は、移行警告ページでそのような接続ポリシーの存在が報告されま

す。移行を続行すると、それらのポリシーとダイナミック vNICSが自動的に削除されます。

予約済み VLAN

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、UCS 6200シリーズファブリック
インターコネクトより多くの VLANを内部使用に予約します。
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移行中は、移行警告ページに、デフォルトの予約済み VLAN範囲と競合する可能性のある
VLANのリストが表示されます。移行を続行すると、予約済み VLANの範囲は設定されます
が、競合する範囲に含まれる VLANは設定されません。

ファブリックインターコネクトの移行に関する考慮事項

この項の手順を開始する前に、次の前提条件が満たされていることを確認してください。

Cisco UCS Managerリリース 4.1は、Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトのサポー
トを提供するベア最小バージョンであり、リリース 4.0は、Cisco UCS 6454ファブリックイン
ターコネクトのサポートを提供するベアメタルの最小バージョンです。CiscoUCS6200シリー
ズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトへ移行
するには：

• CiscoUCS6200シリーズファブリックインターコネクトは、CiscoUCSManager 64108ファ
ブリックインターコネクトに移行するにはCiscoUCSリリース 4.1 (1)以降のリリースで、
Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトに移行するにはリリース 4.0 (1)以降のリ
リースである必要があります。

• Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトは、置き換える Cisco UCS 6200シリーズ
ファブリックインターコネクトと同じビルドバージョンでロードされる必要があります。

注意

•ライセンスをCiscoUCS6200シリーズファブリックインターコネクトからCiscoUCS6400
ファブリックインターコネクトに移転することはできません。アップグレードする前に、

CiscoUCS6400シリーズファブリックインターコネクト用のライセンスを取得する必要が
あります。

•移行中に、Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトと Cisco UCS 6400シ
リーズファブリックインターコネクトは、互換性チェックを正常に完了するために、同

じ許可されたSSLプロトコルであるデフォルトまたはTLSv1.2のみのどちらかを使用する
必要があります。

• CiscoUCS6400シリーズファブリックインターコネクトは、8Gbps速度を使用する場合、
FCアップリンクポートおよび FCストレージポートに IDLEフィルパターンを使用しま
す。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトに移行し、FCアップリンクポー
トまたは FCストレージポートを 8 Gbps速度で設定する場合は、対応する FCスイッチ
ポートおよび直接接続 FCストレージアレイポートでフィルパターンが IDLEとして設定
されていることを確認します。フィルパターンが IDLEに設定されていない場合、8 Gbps
で動作している FCアップリンクポートおよび FCポート動作は errDisabled状態になる、
断続的に SYNCを失う、またはエラーや不良パケットを受信する可能性があります。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、フィルパターンが IDLEに
設定されている 8 Gbps直接接続 FC接続（FCアップリンクポートまたは FCストレージ
ポート）のみをサポートします。この制限は、16 Gbpsおよび 32 Gbpsの FCポートを備え
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た 6400シリーズファブリックインターコネクトには適用されません。8 Gbpsで IDLE
フィルパターンをサポートしない直接接続されたストレージアレイに対してCisco UCS
6200シリーズファブリックインターコネクトからCisco UCS 6400シリーズファブリック
インターコネクトに移行するときには、次のいずれかを実行します。

• Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトと 8 GB FC接続のストレージアレイ
の間に SANスイッチを使用します。

•ストレージアレイを 16 GBまたは 32 GB FC接続にアップグレードします。

• When migrating from Cisco UCS 6296ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 64108
ファブリックインターコネクトに移行する場合、6296ファブリックインターコネクトの
拡張モジュールに接続されている64108ファブリックインターコネクトのポートを再認識
する必要があります。

• Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6400ファブリッ
クインターコネクトに移行する前に、Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコ
ネクトのユニファイドポートを構成解除してください。

Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトに移行した後、Cisco UCS 6400ファブリッ
クインターコネクトのロケーションに基づいてユニファイドポートを再構成し、新しく

構成されたポートを再確認します。たとえば、UCS 6248ファブリックインターコネクト
のユニファイドポートは、Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトの 1～ 16の任
意のポートで再構成する必要があります。

•ファブリックインターコネクトのアップグレードは、新しいFEXまたは仮想インターフェ
イスカードにアップグレードする前に実行する必要があります。

•ファブリックインターコネクトの移行中は、ファブリックインターコネクト間のイメー
ジの同期が許可されません。これは、互換性のないイメージが同期されるのを避けるため

です。移行が完了したら、再度 Bシリーズおよび Cシリーズサーバソフトウェアバンド
ルをダウンロードすることをお勧めします。

•必要なハードウェアがすべてインストールされるまで、新しい Cisco UCSソフトウェア
バージョンの新しいソフトウェア機能を実装しないでください。

•サーバやアップリンク接続の数などのトポロジの変更は、ファブリックインターコネクト
の移行の完了後に行う必要があります。

• FEXとファブリックインターコネクト間のケーブル接続の詳細な記録を作成します。す
でに設定されているサーバのピン接続を保持し、ダウンタイムを最小限に抑えるには、物

理ポートマッピングを維持する必要があります。

•クラスタ設定の場合、両方のファブリックインターコネクトに、ファブリックインター
コネクトと FEX間の対称接続トポロジが必要です。

• Cisco UCS VIC 1455および 1457アダプタは、10Gおよび 25Gの速度のケーブルをサポー
トします。ただし、Cisco UCS VIC 1455または 1457アダプタポートを各 6400シリーズ
ファブリックインターコネクトに接続するケーブルは、速度が 10Gまたは 25Gのどちら
かに統一されたものにする必要があります。10Gケーブルと25Gケーブルが混在する状態
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でこれらのアダプタポートを 6400シリーズファブリックインターコネクトに接続した場
合は、UCSラックマウントサーバディスカバリが失敗して、ポートが中断状態になる可
能性があります。

•スタンドアロンインストールでは、ダウンタイムを想定する必要があります。ファブリッ
クインターコネクトの移行またはアップグレードでは、本質的にトラフィックの中断が発

生します。

•ベストプラクティスは、このハードウェアアップグレードを実行する前に、設定およびソ
フトウェアのフルバックアップを実行することです。

• A WWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他
のWWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックがUCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。
送信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはでき
ません。SANファブリックでCiscoUCSWWNNとWWPNを確実に一意にするには、プー
ルのすべてのブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXという形のWWNプレフィックスを使
用することをお勧めします。

• CiscoUCS 6200ファブリックインターコネクトからCiscoUCS 6454またはUCS 64108ファ
ブリックインターコネクトへの移行中に、VLANがCiscoUCS6454またはUCS64108ファ
ブリックインターコネクト用に予約された VLAN範囲である 3915～ 4042の範囲に作成
されていないことを確認してください。

アップグレード前の機能構成の検証

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、Cisco UCS 6200ファブリックインターコ
ネクトで許可されていた一部のソフトウェア機能をサポートしていません。これらの機能の一

部は、今後のソフトウェアリリースで利用可能になります。

Cisco UCS Manager Release 4.0(2)以降のリリースは、Cisco UCS 6454ファブリックインターコ
ネクトのイーサネットおよびファイバチャネルスイッチングモードをサポートするようにな

りました。

（注）

Cisco UCS Managerリリース 4.0(4)は、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトのファ
イバチャネルスイッチモードでの FCoEアップリンクポートのサポートを導入します。

（注）

表 1 :アップグレード前に特別な注意が必要な機能

修復機能

I/Oモジュール（IOM）へのポートチャネルを
選択します。

シャーシおよびファブリックエクステンダの

I/Oポートチャネル
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修復機能

LANのサービス品質（QoS）システムクラス
でマルチキャスト最適化が有効になっていな

いことを確認します。

マルチキャストの最適化

イーサネット転送モードが End Host Mode
Onlyに設定されていることを確認します。

イーサネットのファブリック転送モード

ファイバチャネル転送モードがEndHostMode
Onlyに設定されていることを確認します。

ファイバチャネルのファブリック転送モード

NetFlowの構成を解除します。Cisco NetFlow

MACセキュリティの [許可]を選択します。MACセキュリティ

ポートプロファイルとCiscoUCSManagerESXi
または SCVMM関連の構成を削除します。

VM-FEX

vNICプロファイルのダイナミック vNIC接続
ポリシーを [未設定]にセットします。

ダイナミック vNIC接続ポリシー

受信（RX）方向のみを使用します。インス
トーラは SPANを RX方向に変更し、この設
定が変更されていることを示すアラートを送

信します。

Cisco Switched Port Analyzer（SPAN;スイッチ
ドポートアナライザ）

これらの修正手順に従わないと、移行プロセス中に移行警告アラートが表示され、ファブリッ

クインターコネクトが同期できなくなります。

アップグレードおよびアップグレード手順の事前チェック手順の詳細については、「10～ 25
Gbpsポートを備えた Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトへの移行」を参照してく
ださい。

アップグレードのポートマッピング

ここで説明されているアップグレードは、CiscoUCS6248ファブリックインターコネクトから
Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトへのアップグレードがメインです。
同じ考慮事項が、Cisco UCS 6296ファブリックインターコネクトを Cisco UCS 6400シリーズ
ファブリックインターコネクトにアップグレードする場合にも適用されます。When migrating
from Cisco UCS 6296ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 64108ファブリックイン
ターコネクトに移行する場合、6296ファブリックインターコネクトの拡張モジュールに接続
されている 64108ファブリックインターコネクトのポートを再認識する必要があります。
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ダイレクトアタッチドストレージ用にアプライアンスポートを使用する場合は、イーサネッ

トアップリンクにVLANを追加する必要があります。そうすることで、起動時に vNICを適切
にピン接続できるようになります。

（注）

固定ポート

UCS 6248ファブリックインターコネクトでは、スロット 1の 32個の物理ポートを 2つの連続
プールに分けて、小さい番号のポートをイーサネットポートにし、大きい番号のポートをファ

イバチャネルポートにすることができます。UCS 6400シリーズファブリックインターコネ
クトでは、最初の 16個のポートをファイバチャネルポートとして設定できます。

UCS 6248ファブリックインターコネクトのスロット 1に 32ポート、UCS 6400シリーズファ
ブリックインターコネクトのスロット1にすべてのポートがあるため、ハードウェアのアップ
グレードプロセス中に GEMスロット上のポートがすべて削除されます。

スロット 1のプールサイズを変更する必要がある場合は、ファブリックインターコネクトを
リブートする必要がありますが、これによって、サービスの中断が発生する可能性がありま

す。スロット 2のプールサイズを変更する必要がある場合は、スロット 2の拡張モジュールを
リセットする必要があります。中断を最低限に抑えるには、スロット 1に少なくとも数個の
イーサネットアップリンクポートとファイバチャネルアップリンクポートを設定します。

アップグレードの完了時にこのフェールセーフを実装すると、システムが再度安定します。

注意

図 1 : Cisco UCS 64108ポート番号付け

ポート 1 ~ 96

(10/25GbpsイーサネットまたはFCoE)

2ポート 1～ 16

ユニファイドポート：

• 10/25Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 8/16/32Gbpsファイバチャネル

1
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ポート 89 ~ 96

• 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 1 Gbpsイーサネット

4アップリンクポート 97 ~ 108
（40/100 Gbpsイーサネットまたは
FCoE）

ブレークアウトケーブルを使用す

ると、4 x 10/25 Gbpsのイーサネッ
トポートまたは FCoEアップリン
クポートが存在これらのポートの

各ことができます。

3

システムステータス LED6システム環境 (ファンの障害) LED5

ビーコン LED7

図 2 : Cisco UCS 6454ポート番号付け

ポート17～44（10/25Gbpsイーサネッ
トまたは FCoE）

リリース 4.0(4)以前の
Cisco UCS Managerを使用
している場合、ポート9～
44は 10/25 Gbpsイーサ
ネットまたはFCoEです。

（注）

2ポート 1～ 16 (ユニファイドポー
ト 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoEまたは 8/16/32 Gbpsファイバ
チャネル)

リリース 4.0(4)以前の
CiscoUCSManagerを使
用している場合、1 ~ 8
ポートのみが Unified
Portsです。

（注）

1

アップリンクポート 49～ 54（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

適切なブレークアウトケーブルを使用

すると、4 x 10/25 Gbpsのイーサネッ
トポートまたは FCoEアップリンク
ポートが存在これらのポートの各こと

ができます。

4ポート 45～ 48（1/10/25 Gbpsイー
サネットまたは FCoE）

3
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UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから UCS 6400ファ
ブリックインターコネクトへの移行

UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから次の UCS 6400シリーズファブリック
インターコネクトに移行できます。

• UCS 64108ファブリックインターコネクト

• UCS 6454ファブリックインターコネクト

ただし、UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトに移行した後、UCS 6200シリー
ズファブリックインターコネクトに戻すことはできません。

UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、シャーシ検出でポートチャネルモー
ドのみをサポートします。シャーシまたは FEXディスカバリポリシーをポートチャネルに変
更する場合は、移行を進める前にシャーシを再確認する必要があります。

Cisco UCS Managerのシャーシを確認するには、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Managerのナビゲーショペインで [機器（Equipment）]をクリックします。

2. [機器]ノードをクリックします。

3. [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

4. [Global Policies]サブタブをクリックします。

5. [Chassis/FEX Discovery Policy]エリアで、[グループ化基本設定のリンク（Link Grouping
Preference）]フィールドを [ポートチャネル（Port Channel）]に設定します。

6. [機器（Equipment）]> > [シャーシ（Chassis）]を展開し、確認するシャーシを選択しま
す。

7. [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

8. [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。

シャーシの確認応答により、IOMを再起動またはリセットすることなく、シャーシ IOMとファ
ブリックインターコネクト間のネットワーク接続が再構築されます。シャーシを確認応答する

とき、シャーシ内のブレードは pingを失うことさえない場合がありますが、ネットワークは
短時間失われます。

（注）

Cisco UCS Managerで特定の設定手順を実行する方法の詳細については、Cisco UCS Managerに
該当する『Cisco UCS Managerコンフィギュレーションガイド』を参照してください。

ステップ 1 CiscoUCS6400シリーズファブリックインターコネクトへの移行をサポートするリリース4.1以降のバー
ジョンをダウンロードCisco UCS Managerします。

UCS 6200から UCS 6454ファブリックインターコネクトへの移行
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ステップ 2 ポートチャネルモードに変更した後、ポートチャネルを有効にし、シャーシを再確認します。

ステップ 3 データトラフィックを下位のファブリックインターコネクトから退避させ、ファブリックの退避または

アップリンクの無効化によってプライマリファブリックインターコネクトに設定します。この手順によ

り、移行中のデータトラフィックへの影響がないことが保証されます。

•直接接続ラックサーバーの場合、ファブリックの退避は、アップリンクを無効にするこ
とによってのみサポートされます。

•ファブリックインターコネクトトラフィックの退避は、クラスタ構成でのみサポートさ
れており、下位のファブリックインターコネクトからのみトラフィックを退避できます。

•待避が設定されているファブリックインターコネクトの IOMまたはFEXのバックプレー
ンポートがダウンし、その状態が [Admin down]として表示されます。手動によるアップ
グレードプロセス中に、これらのバックプレーンポートを [Up]状態に移動させ、トラ
フィックフローを再開するには、[Admin Evac Mode]を明示的に [Off] に設定する必要が
あります。

•詳細については、『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』の「ガイドラインと
前提条件」の章にある「ファブリックインターコネクトトラフィックの避難」セクショ

ンを参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/
ucs-manager/products-installation-and-configuration-guides-list.html

（注）

ステップ 4 下位のファブリックインターコネクトのすべてのイーサネットポート、ファイバチャネルポート、ま

たはユニファイドポートを構成解除します。

詳細については、『Cisco UCS Manager Network Management Guide』の「LAN Ports and Port
Channels」の章にある「Configuring Port Modes for a 64108 Fabric Interconnect」セクションお
よび「Configuring Port Modes for a 6454 Fabric Interconnect」セクションを参照してください。

（注）

ステップ 5 ファブリックインターコネクトのプラグを電源から抜いて電源を切ります。

KVMセッションを使用して移行をモニタしている場合は、ファブリックインターコネクトを電源オフ
にしたときに KVMセッションの再接続が必要になることがあります。

ステップ 6 交換用の UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトを同じラックまたは隣接するラックにマウ
ントします。

『Cisco UCS 6400 Series Fabric Interconnect Hardware Installation Guide』を参照してください。（注）

ステップ 7 シャーシ FEXまたはファブリックエクステンダからUCS 6200シリーズファブリックインターコネクト
の従属ファブリックインターコネクトポートにつながっているケーブルを外します。

ステップ 8 ポートマッピングおよび設定済みサーバピン接続を保持するための接続レコードを使用して、これらの

ケーブルを、いずれかの新しいCisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの 1つで対応す
るポートに接続します。ポートマッピングを変更するには、特に FCポートの再構成中に、新しく構成
されたポートを再確認する必要があります。

ステップ 9 新しい IOMと UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトにケーブルを接続します。

L1は L1に接続し、L2は L2に接続します。

UCS 6200から UCS 6454ファブリックインターコネクトへの移行
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ステップ 10 サーバとアップリンクケーブルを接続します。

『Cisco UCS 6400 Series Fabric Interconnect Hardware Installation Guide』を参照してください。（注）

ステップ 11 新しい Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの電源に接続します。起動および POST
テストが自動的に実行されます。自動的にリブートした場合、それは通常の動作です。

コンソールポートを端末に直接接続し、ブートシーケンスを確認します。ある時点で基本シ

ステム設定ダイアログが表示されます。ここでは、スイッチを従属インターコネクトとして

設定します。このダイアログが表示されない場合は、古いプライマリと新しい従属に含まれ

るソフトウェアのビルドが異なっています。または、新しい従属が以前クラスタに含まれて

いたため、クラスタに従属として追加する前にすべての設定情報を削除する必要があります。

いずれの場合も、L1および L2接続をただちに切断し、スタンドアロンとしてファブリック
インターコネクトを起動し、先に進む前に問題を解決します。プライマリおよび下位のファ

ブリックインターコネクトは、同じソフトウェアビルドを実行している必要があります。

重要

ステップ 12 新しい Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトでサーバおよびアップリンクポートを
設定します。

ステップ 13 新しい従属 Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトは、プライマリ UCS 6200シリーズファブ
リックインターコネクトの設定およびデータベース/状態情報を自動的に同期します。

プライマリファブリックインターコネクトと従属ファブリックインターコネクト間の同期には数分かか

ることがあります。エラーメッセージが表示され、サーバポートが有効になるまでそれが持続する可能

性があります。

ステップ 14 ステップ4で設定を解除したイーサネットポート、ファイバチャネルポート、またはユニファイドポー
トを再設定します。

a) 直接接続ラックサーバーのポートマッピングを変更した場合は、サーバーを再認識します。
b) IOMまたは FEXを再確認することをお勧めします。

ステップ 15 データパスの準備ができていることを確認します。

詳細については、『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』の「ガイドラインと前提条件」の章
にある「ダイナミック vNICが稼働中であることの確認」セクションを参照してください。

次の手順に進む前に、すべてのエラーを必ず解決してください。

a) 関連付けられたサービスプロファイルで FCポートの SANピングループを確認し、必要に応じて再
設定します。

b) 関連付けられたサービスプロファイルでイーサネットポートの LANピングループを確認し、必要
に応じて再設定します。

c) アップリンクイーサネットポートのポートチャネルを確認し、必要に応じて再設定します。

ステップ 16 ファブリックエバキュエーション（退避）を無効にすることにより、停止していたトラフィックフロー

を再開します。

ステップ 17 従属ファブリックインターコネクトをプライマリに昇格させ、2つ目の新しい Cisco UCS 6400シリーズ
ファブリックインターコネクト上でこの手順を繰り返します。

UCS 6200から UCS 6454ファブリックインターコネクトへの移行
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2番目の新しいファブリックインターコネクトを置き換えてファブリックインターコネクトと同じよう
にケーブル接続し、実行した再設定が 2番目の新しいファブリックインターコネクトにも適用されるよ
うにします。

UCS 6454シリーズファブリックインターコネクトから UCS 64108ファ
ブリックインターコネクトへの移行

Cisco UCS Manager Release 4.1以降、Cisco UCS 6454ファブリックインターっコネクトから
Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに移行できます。

ただし、UCS 64108ファブリックインターコネクトに移行した後、Cisco UCS 6454ファブリッ
クインターコネクトに戻すことはできません。

Cisco UCS Managerで特定の設定手順を実行する方法の詳細については、Cisco UCS Managerに
該当する『Cisco UCS Managerコンフィギュレーションガイド』を参照してください。

ステップ 1 Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトへの移行をサポートする Cisco UCS Managerリリース
4.1以降のバージョンをダウンロードします。

ステップ 2 ポートチャネルモードに変更した後、ポートチャネルを有効にし、シャーシを再確認します。

ステップ 3 データトラフィックを下位のファブリックインターコネクトから退避させ、ファブリックの退避または

アップリンクの無効化によってプライマリファブリックインターコネクトに設定します。この手順によ

り、移行中のデータトラフィックへの影響がないことが保証されます。

•直接接続ラックサーバーの場合、ファブリックの退避は、アップリンクを無効にするこ
とによってのみサポートされます。

•ファブリックインターコネクトトラフィックの退避は、クラスタ構成でのみサポートさ
れており、下位のファブリックインターコネクトからのみトラフィックを退避できます。

•待避が設定されているファブリックインターコネクトの IOMまたはFEXのバックプレー
ンポートがダウンし、その状態が [Admin down]として表示されます。手動によるアップ
グレードプロセス中に、これらのバックプレーンポートを [Up]状態に移動させ、トラ
フィックフローを再開するには、[Admin Evac Mode]を明示的に [Off] に設定する必要が
あります。

•詳細については、『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』の「ガイドラインと
前提条件」の章にある「ファブリックインターコネクトトラフィックの避難」セクショ

ンを参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/
ucs-manager/products-installation-and-configuration-guides-list.html

（注）

ステップ 4 下位のファブリックインターコネクトのすべてのイーサネットポート、ファイバチャネルポート、ま

たはユニファイドポートを構成解除します。
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詳細については、『Cisco UCS Manager Network Management Guide』の「LAN Ports and Port
Channels」の章にある「Configuring Port Modes for a 64108 Fabric Interconnect」セクションを
参照してください。

（注）

ステップ 5 ファブリックインターコネクトのプラグを電源から抜いて電源を切ります。

KVMセッションを使用して移行をモニタしている場合は、ファブリックインターコネクトを電源オフ
にしたときに KVMセッションの再接続が必要になることがあります。

ステップ 6 交換用のUCS 64108ファブリックインターコネクトを同じラックまたは隣接するラックにマウントしま
す。

『Cisco UCS 6400 Series Fabric Interconnect Hardware Installation Guide』を参照してください。（注）

ステップ 7 シャーシ FEXまたはファブリックエクステンダから UCS 6454ファブリックインターコネクトの従属
ファブリックインターコネクトポートにつながっているケーブルを外します。

ステップ 8 ポートマッピングおよび設定済みサーバピン接続を保持するための接続レコードを使用して、これらの

ケーブルを、いずれかの新しい Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトの 1つで対応するポー
トに接続します。

ステップ 9 外した L1/L2ケーブルを新しい Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに接続します。

L1は L1に接続し、L2は L2に接続します。

ステップ 10 サーバとアップリンクケーブルを接続します。

『Cisco UCS 6400 Series Fabric Interconnect Hardware Installation Guide』を参照してください。（注）

ステップ 11 新しい Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトを電源に接続してください。起動および POST
テストが自動的に実行されます。自動的にリブートした場合、それは通常の動作です。

コンソールポートを端末に直接接続し、ブートシーケンスを確認します。ある時点で基本シ

ステム設定ダイアログが表示されます。ここでは、スイッチを従属インターコネクトとして

設定します。このダイアログが表示されない場合は、古いプライマリと新しい従属に含まれ

るソフトウェアのビルドが異なっています。または、新しい従属が以前クラスタに含まれて

いたため、クラスタに従属として追加する前にすべての設定情報を削除する必要があります。

いずれの場合も、L1および L2接続をただちに切断し、スタンドアロンファブリックイン
ターコネクトとして起動を完了し、先に進む前に問題を解決します。

重要

ステップ 12 新しい Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトでサーバおよびアップリンクポートを設定しま
す。

ステップ 13 新しい従属 Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトは、プライマリ Cisco UCS 6454ファブリッ
クインターコネクトの設定およびデータベース/状態情報を自動的に同期します。

プライマリファブリックインターコネクトと従属ファブリックインターコネクト間の同期には数分かか

ることがあります。エラーメッセージが表示され、サーバポートが有効になるまでそれが持続する可能

性があります。
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ステップ 14 ステップ4で設定を解除したイーサネットポート、ファイバチャネルポート、またはユニファイドポー
トを再設定します。

a) 直接接続ラックサーバーのポートマッピングを変更した場合は、サーバーを再認識します。
b) IOMまたは FEXを再確認することをお勧めします。

ステップ 15 データパスの準備ができていることを確認します。

詳細については、『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』の「ガイドラインと前提条件」の章
にある「ダイナミック vNICが稼働中であることの確認」セクションを参照してください。

次の手順に進む前に、すべてのエラーを必ず解決してください。

a) 関連付けられたサービスプロファイルで FCポートの SANピングループを確認し、必要に応じて再
設定します。

b) 関連付けられたサービスプロファイルでイーサネットポートの LANピングループを確認し、必要
に応じて再設定します。

c) アップリンクイーサネットポートのポートチャネルを確認し、必要に応じて再設定します。

ステップ 16 ファブリックエバキュエーション（退避）を無効にすることにより、停止していたトラフィックフロー

を再開します。

ステップ 17 従属ファブリックインターコネクトをプライマリに昇格させ、2つ目の新しい Cisco UCS 64108ファブ
リックインターコネクト上でこの手順を繰り返します。

2番目の新しいファブリックインターコネクトを置き換えてファブリックインターコネクトと同じよう
にケーブル接続し、実行した再設定が 2番目の新しいファブリックインターコネクトにも適用されるよ
うにします。
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


